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第一部

13:00 開会
（公社）日本ナショナル・トラスト協会  会長  池谷奉文
（公社）日本ナショナル・トラスト協会  最高顧問  愛知和男

13:10 来賓挨拶
環境省  環境大臣  中川雅治氏 

13:15 さかなクンのお話 「お魚と水の環境について」
トラスト地周辺にすむ魚の紹介を通じて、海や川の環境などについてお話しいただきます。

13:45 ナショナル・トラストについて
（公社）日本ナショナル・トラスト協会  事務局長  関健志

14:15 トラスト団体の取り組み
「森・磯・海のつながりを守る天神崎のトラスト活動」
（公財）天神崎の自然を大切にする会  理事  玉井済夫氏
日本のナショナル・トラスト運動の先進地として有名な天神崎（和歌山県田辺市）。ここでト
ラスト活動を進めている（公財）天神崎の自然を大切にする会より、古くから言われてきたよ
うに海岸林が磯・海の自然に重要な役割をもっていること、それを踏まえたトラスト活動の
意義、今後の展望・課題などについて紹介します。

14:45 休憩

14:55 トラスト団体の取り組み
「アユがいつまでものぼる清流を目指して ―柿田川の湧水を守るトラスト活動―」
（公財）柿田川みどりのトラスト  理事  樫村昇氏
富士山に降り注いだ雨や雪が地中を通り、澄んだ水となって湧き出す名水百選・柿田川（静
岡県清水町）。その豊かな自然と湧水を守る活動を進めている（公財）柿田川みどりのトラ
ストより、映像等を通して川の美しさや生き物の豊かさ、河畔林が自然に重要な役割をもっ
ていること、それを踏まえたトラスト活動の意義、今後の展望・課題などについて紹介します。

「軽井沢を見守る愛宕山 ―人と自然と地域文化をつなぐ活動―」
NPO法人 愛宕山てっぺんの森を守る会  理事長  加藤正文氏
300万年も前に誕生して以来、軽井沢地域や浅間山誕生を見守り続けた愛宕山（長野県軽
井沢町）。2017年1月に設立されたNPO法人 愛宕山てっぺんの森を守る会より、愛宕山
山頂付近の豊かな森を守るために開始したトラスト活動をはじめ、今後の展望・課題などに
ついて紹介します。

15:55 閉会
（公社）日本ナショナル・トラスト協会  副会長  漆畑信昭

第二部

16:15-18:00  交流会  6Ｆ 第3会議室
各地のトラスト団体からの近況報告などを予定しています。

ガンバッテいる
ナショナル・トラストを
支援してください

　ナショナル・トラストは、19世紀に英国

で発祥した市民運動です。市民や企業の

皆様のご寄付をもとに、自然や歴史豊かな

環境を買い取り、将来世代に残す運動です。

私たちの協会では、トラスト地の取得はも

ちろん、ナショナル・トラストについて知っ

てもらう活動や、企業との連携などを進め、

美しい日本をとりもどしたいのです。 

　こうした取り組みは、多くの皆様のご支

援があってこそ成り立っています。賛助会

員への入会や寄付、イベントへの参加など、

様々な参加方法があります。かけがえのな

い日本の美しい風景を将来世代に引き継い

でいくため、ぜひナショナル・トラストにご

参加ください。

日本ナショナル・トラスト協会
 公式facebook

多くの方にナショナル・トラストへの関心を

持っていただけるよう、協会の活動報告を

はじめ、旬なトラスト情報や日本各地のトラ

スト団体のイベント情報など、日々発信して

います。ぜひご覧ください。また、「いいね！」

や「シェア」など、周知にご協力いただけま

すと幸いです。

QRコードをスマートフォンまたは携帯電話

で読みとるか、協会ホームページの

facebookバナーからアクセスください。

12月は寄付月間です

　寄付が人々の幸せを生み出

す社会をつくるために、12月1

日から31日の間、NPOや企業

などで共同で行う全国的な

キャンペーンが行われていま

す。 

　当協会は「寄付月間2017」

の賛同パートナーです。オン

ライン決済で寄付ができる

ページも掲載しています。

SNSを通じての周知をよろしく

お願いします。掲載ページは

次のURLをご覧ください。

http://japangiving.jp/p/4
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